
　住んでよかった 私の町 浅
川

今月の主な内容

No.550

2015［平成27年］広報

9

夏
の
風
物
詩

P2 浅川の花火
P6 まちのわだい・できごと
 P6　  夏祭り開催
 P7　  その他のわだい・できごと
P10 賀寿祝い
P11 米寿祝い
P12 保健センターだより
P16 各種お知らせ
 P16　  全量全袋検査のお知らせ
 P18　  その他のお知らせ
P23 9月の主な行事
P24 町民リレー



 

県
内
最
古
の
歴
史
を
持
つ
「
浅
川
の
花
火
」
が
、

８
月
16
日
㈰
に
荒
町
青
年
会
（
藤
田
孝
史
会
長
）
、

本
町
青
年
会
（
堀
江
修
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
午
前
９
時
か
ら
は
弘
法
山
に
お
い
て
慰

霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
で
は
、
過

去
の
戦
没
者
と
東
日
本
大
震
災
で
の
犠
牲
者
を
供

養
し
、
今
年
の
花
火
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

午
後
５
時
30
分
か
ら
は
本
町
西
裏
地
内
に
お
い
て
、

大
か
ら
く
り
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
須
藤

町
長
、
荒
町
青
年
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
出

発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
大
か
ら
く
り
が
出
発
し

ま
し
た
。
大
か
ら
く
り
は
両
町
青
年
会
及
び
町
消

防
団
が
力
を
合
わ
せ
て
担
ぎ
上
げ
、
町
内
を
練
り

歩
き
な
が
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く
の
打
ち
上
げ

現
場
ま
で
運
び
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
始
時
間
の
午
後
７
時
に
な
り
、
須
藤
町
長
自

ら
の
手
で
花
火
に
火
が
付
け
ら
れ
「
浅
川
の
花

火
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
「
浅
川
町 

町
制
八
〇
周
年
プ
レ
ミ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
」
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
、
大
小
様
々
な
花
火
か

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
盤
に
は
特
別
協
賛
企

画
の
「
天
の
川
の
約
束
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
終

盤
に
は
、
今
年
も
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
被
災
地
と
の
思
い
を

一
つ
に
し
、
関
係
者
と
来
場
者
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
浅
川
の
慰
霊
花
火
「
結
心
の
花
〜
仁
慈

の
祈
り
〜
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
に
祈

り
を
届
け
ま
し
た
。

　

浅
川
の
花
火
は
、
石
川
警
察
署
や
町
消
防
団
を

始
め
、
関
係
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
そ
の

他
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
協
賛
の
も
と
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
強
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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①大からくりを担ぎ、町を練り歩く両町青年会と町消防団　②伝統を受け継ぐ両町青年会　③両町青年会
をサポートする町消防団　④夕暮れに写る慰霊台と大からくり　⑤消防団による城山放水　⑥現場に並ぶ
二尺玉の筒　⑦町役場による駐車場等の設営　⑧神仏混交慰霊祭　⑨慰霊祭で花火を打ち上げる青年会

浅川の花火 開催
受け継がれる伝統

 

石
井
　

美
咲

◆
就
業
体
験
◆

2

石井さんが
撮影した花火

2P3P

　

私
は
12
日
か
ら
17
日
の
間
の
５
日
間
、
浅
川
町

役
場
に
研
修
生
と
し
て
就
業
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
５
日
間
は
本
当
に
充
実
し
て
い

て
、
〝
役
場
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
か
〞
と
い
う
目
的
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
広
報
取
材
と
し
て
浅
川

の
花
火
大
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
取
材
で

行
っ
た
弘
法
山
慰
霊
祭
は
、
花
火
大
会
の
賑
や
か

な
雰
囲
気
と
は
違
い
、
厳
粛
な
空
気
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
見
強
面
の
両
町
青
年
会
さ
ん
た
ち

が
花
火
を
打
ち
上
げ
る
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
名
物
で
あ
る
大
か
ら
く
り
を
取
材
し
た

と
き
、
先
導
す
る
車
の
中
か
ら
大
か
ら
く
り
を
見

る
浅
川
町
の
人
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
浅
川
っ
て
こ
ん
な
に
人
い
た
か
な
？
」
と
思
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
み
ん

な
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
長
年
続
く
大

か
ら
く
り
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
と
て
も
良
い
花
火

日
和
で
し
た
。
浅
川
の
花
火
は
先
日
終
わ
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
も
う
す
で
に
来
年
の
花
火
大
会
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

私
は
12
日
か
ら
17
日
の
間
の
５
日
間
、
浅
川
町

役
場
に
研
修
生
と
し
て
就
業
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
５
日
間
は
本
当
に
充
実
し
て
い

て
、
〝
役
場
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
か
〞
と
い
う
目
的
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
広
報
取
材
と
し
て
浅
川

の
花
火
大
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
取
材
で

行
っ
た
弘
法
山
慰
霊
祭
は
、
花
火
大
会
の
賑
や
か

な
雰
囲
気
と
は
違
い
、
厳
粛
な
空
気
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
見
強
面
の
両
町
青
年
会
さ
ん
た
ち

が
花
火
を
打
ち
上
げ
る
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
名
物
で
あ
る
大
か
ら
く
り
を
取
材
し
た

と
き
、
先
導
す
る
車
の
中
か
ら
大
か
ら
く
り
を
見

る
浅
川
町
の
人
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
浅
川
っ
て
こ
ん
な
に
人
い
た
か
な
？
」
と
思
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
み
ん

な
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
長
年
続
く
大

か
ら
く
り
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
と
て
も
良
い
花
火

日
和
で
し
た
。
浅
川
の
花
火
は
先
日
終
わ
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
も
う
す
で
に
来
年
の
花
火
大
会
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。



浅
川
の
慰
霊
花
火

ゆ

い

は
な

〜
仁
慈
の
祈
り
〜

じ
ん

じ

平
成
二
十
七
年

天
蓋
に
煌
め
く
二
尺
の
供
養
花

　
　
　

結
び
し
短
冊
に
永
遠
の
祈
り
を
　

て
ん 

が
い

き
ら

お
び

と
わ

須
藤
町
長
に
よ
る
点
火
式

町
制
施
行
八
〇
周
年
記
念

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

青
年
会
が
作
る

　
　

伝
統
仕
掛
け
花
火

　
　

「
大
か
ら
く
り
」

城
山
頂
上
で
噴
火
す
る

　
　

「
大
地
雷
火
」
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各
地
で
開
催
「
夏
祭
り
」

　

保
育
所
の
夕
涼
み
会
を
始
め
、
幼
稚

園
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
さ
ぎ
そ
う
な
ど
で
、
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

大
勢
の
人
が
訪
れ
、
中
に
は
色
鮮
や
か

な
浴
衣
で
来
る
人
も
お
り
、
会
場
を
華

や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
で
は

手
作
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
催
し
物
、

出
店
な
ど
も
あ
り
、
来
場
さ
れ
た
方
々

は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
が
浅
川

小
学
校
、
山
白
石
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

浅
川
小
学
校
で
は
、
事
前
に
盆
踊
り
練

習
会
も
行
わ
れ
、
盆
踊
り
当
日
は
大
勢

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

大
盛
況
!!

花
火
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
!!

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
８
月
16
日
㈰
に
、

「
花
火
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
数
々
の
出
店
が
並
び
、
毎

年
恒
例
の
尺
玉
投
げ
全
国
大
会
や
、
地

雷
火
太
鼓
、
県
立
塙
工
業
高
校
和
太
鼓

部
の
演
奏
な
ど
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
が
あ
り
、
最
後
は
恒
例
と

な
っ
た
菊
池
章
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎年恒例「尺玉投げ全国大会」8月15～16日　浅川納涼盆踊り大会

8月10日　盆踊り練習会 地雷火太鼓を演奏する子どもたち

8月8日　さぎそう夏祭り

8月16日　花火の里フェスティバル2015 7月23～24日　デイサービス夏祭り

7月24日　浅川保育所夕涼み会

8月1日　山白石保育所夕べのつどい8月14日　山白石豊年盆踊り大会

毎年恒例「尺玉投げ全国大会」8月15～16日　浅川納涼盆踊り大会

8月10日　盆踊り練習会 地雷火太鼓を演奏する子どもたち

8月8日　さぎそう夏祭り

8月16日　花火の里フェスティバル2015 7月23～24日　デイサービス夏祭り

7月24日　浅川保育所夕涼み会

8月1日　山白石保育所夕べのつどい8月14日　山白石豊年盆踊り大会 7月25日　幼稚園なつまつり7月25日　幼稚園なつまつり
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水
郡
線
の
活
性
化
と
町
民
相
互
の
親

睦
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
浅

川
町
民
号
」
が
、
７
月
18
日
㈯
に
町
民

120
名
を
乗
せ
出
発
し
ま
し
た
。

　

「
浅
川
町
民
号
」
は
、
ま
ず
水
郡
線

で
茨
城
県
水
戸
駅
へ
行
き
、
そ
こ
で
乗

り
換
え
を
行
い
東
京
日
本
橋
「
明
治

座
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
東
京
に
着
く

ま
で
の
間
、
貸
切
列
車
の
中
は
参
加
者

の
皆
様
の
交
流
の
場
と
な
り
、
賑
や
か

な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
「
明
治
座
」
へ
到
着
す
る

と
、
演
歌
歌
手
の
山
川
豊
と
ご
当
地
ソ

ン
グ
の
女
王
・
水
森
か
お
り
が
明
治
座

初
登
場
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
は
大
盛

況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
演
は
人
情
喜
劇
と
コ
ン
サ
ー
ト
の

２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
水
森
か
お
り
が
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白

歌
合
戦
で
身
に
付
け
た
巨
大
衣
装
も
明

治
座
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
登
場
し
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
上
が
る
ア
ク

シ
ョ
ン
に
客
席
は
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

水
郡
線
は
、
昭
和
９
年
の
全
線
開
通

か
ら
ま
も
な
く
81
周
年
を
迎
え
、
現
在

も
沿
線
の
人
々
の
生
活
交
通
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
再

乗
車
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
水
郡
線
存

続
の
必
要
性
と
、

よ
り
一
層
の
利

活
用
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

個
人
戦
に
出
場
し
た
各
選
手
は
、
善

戦
す
る
も
上
位
に
入
賞
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
出
場
し
た
各
選
手
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

健
闘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

県
大
会
出
場
者
（
敬
称
略
）

団
体
競
技

　

野
球
部

　

卓
球
部
男
子
団
体

個
人
競
技

・
卓
球

　

荒
井
　

優
太
（
２
年
）

　

角
田
　

陽
和
（
２
年
）

　

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
）

　

松
浦
　

拓
真
（
２
年
）

　

（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

角
田
　

大
地
（
２
年
）

　

（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

・
陸
上

　

岡
部
　

友
里
菜
（
２
年
）

　

（
２
年
女
子
1
0
0
ｍ
）

　

金
成
　

公
輝
（
１
年
）

　

（
１
年
男
子
1
0
0
ｍ
）

　

金
成
　

美
花
（
１
年
）

　

（
１
年
女
子
1
5
0
0
ｍ
）

・
水
泳

　

小
濃 

朋
果
（
１
年
）

　

（
女
子
1
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
・

　

女
子
2
0
0
ｍ
平
泳
ぎ
）

　

37
年
ぶ
り
に
県
南
大
会
で
優
勝
し
た

野
球
部
を
始
め
と
し
た
浅
川
中
学
校
の

各
部
活
動
が
、
７
月
に
行
わ
れ
た
県
大

会
へ
と
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
に
出
場
し
た
野
球
部
は
、
順

調
に
１
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
２
回
戦
で
清
水
中
学
校
（
福

島
市
）
に
３
対
４
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
卓
球
部
男
子
団
体
も
予

選
リ
ー
グ
を
２
勝
１
敗
で
勝
ち
抜
き
ま

し
た
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

の
郡
山
第
二
中
学
校
（
郡
山
市
）
に
０

対
３
で
敗
れ
ま
し
た
。
野
球
部
、
卓
球

部
男
子
団
体
共
に
ベ
ス
ト
８
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

水
郡
線
の
旅

　
　

「
浅
川
町
民
号
」

中
体
連
総
合
大
会

　
　
　
　

県
大
会
出
場

県大会に出場した卓球男子団体
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町のわだい・できごと
　

浅
川
町
と
浅
川
郵
便
局
、
石
川
郵
便

局
が
、
災
害
発
生
時
の
協
力
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生

時
に
お
け
る
緊
急
車
両
等
と
し
て
の
車

両
の
提
供
や
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
広
報
活
動
、
被
災
者
に
対

す
る
郵
便
葉
書
等
の
無
償
交
付
な
ど
を

定
め
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
、
７
月
１
日
㈬
に
役
場
町

長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
須
藤
町
長
と

割
栢
正
大
浅
川
郵
便
局
長
、
小
堀
晴
規

石
川
郵
便
局
長
が
協
定
書
に
署
名
押
印

し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。 　

「
平
成
27
年
度
浅
川
町
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
」
が
、
７
月
５
日
㈰
に
行

わ
れ
、
早
朝
か
ら
道
路
や
河
川
に
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
、
草
刈
り
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
発
生
し
た
ご
み
の
回
収
・

処
分
は
、
町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健

一
会
長
）
、
鈴
五
建
設
工
業
株
式
会
社

（
鈴
木
廣
社
長
）
、
守
丸
興
業
株
式
会

社(

國
井
守
雄
社
長)

の
皆
さ
ん
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
協
力
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ゴ
ミ
搬
出
量
　

可
燃
ご
み
　

１
，
５
８
０
㎏

　
　
　
　
　
　

不
燃
ご
み
　
　
　

３
９
０
㎏

　

７
月
16
日
㈭
か
ら
25
日
㈯
に
行
わ
れ

た
「
夏
の
交
通
死
亡
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
」
に
伴
う
啓
発
活
動
が
、

７
月
21
日
㈫
に
里
白
石
の
多
満
留
食
堂

様
の
ご
協
力
を
得
て
、
国
道
118
号
を
通

る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
石
川
警
察
署
、
石
川
地
区
交

通
安
全
協
会
浅
川
分
会
（
岡
部
英
雄
会

長
）
、
町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見
美

智
会
長
）
な
ど
か
ら
総
勢
27
名
が
出
席

し
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
配
布
、

交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
に
よ
る
啓
発
を

行
い
、
事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
活
動
し
て
い
る
「
浅
川
町
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
へ
の
委
嘱
状
が
、

７
月
８
日
㈬
に
役
場
町
長
室
に
お
い
て

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
は
、
再
任
さ
れ
た
９
名
、
新

し
く
委
嘱
さ
れ
た
２
名
、
合
わ
せ
て
11

名
に
交
付
さ
れ
、
代
表
で
相
田
正
美
隊

長
（
里
白
石
）
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

対
策
実
施
隊
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ハ

ク
ビ
シ
ン
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
あ
っ
た
場
合
、
捕
獲
や
駆
除
な
ど
の

対
応
を
行
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
は
、
役
場
農
政
商
工
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

☎
３
６-

１
１
８
３

鳥
獣
被
害

　
　

対
策
実
施
隊
再
任

夏
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

啓
発
活
動

郵
便
局
と

　
　

災
害
時
協
力
協
定

「
町
を
き
れ
い
に
」

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
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子
供
た
ち
に
早
め
の
帰
宅
を
促
す

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」
の
放
送
の
録

音
が
、
７
月
24
日
㈮
に
役
場
放
送
室
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
送
を
担
当
し
た
の
は
里
白
石

小
学
校
６
年
生
の
富
永
真
未
（
と
み
な

が
ま
み
）
さ
ん
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も

明
る
い
声
で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
放
送
は
８
月
１
日
か
ら
11

月
30
日
ま
で
の
４
か
月
間
放
送
さ
れ
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
か
ら
も
声
か
け
な

ど
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

浅
川
中
学
校
１
年
生
65
名
が
、
７
月

27
日
と
28
日
に
町
と
交
流
の
深
い
岩
手

県
野
田
村
を
訪
れ
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

野
田
村
を
訪
れ
た
生
徒
は
、
野
田
村

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
ホ
タ
テ
釣

り
や
漁
船
の
乗
船
、
漁
場
か
ら
水
揚
げ

し
た
ホ
タ
テ
を
出
荷
前
に
一
時
保
管
す

る
畜
養
施
設
の
見
学
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害

が
あ
っ
た
場
所
を
目
の
当
た
り
に
し
、

改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
防
災
意
識

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

野
田
村
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
も

で
き
、
参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て
と
て

も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
㈪
の
「
道
の
日
」
に
合
わ

せ
、
同
日
、
町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷

健
一
会
長
）
に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会

社
の
皆
さ
ん
と
、
鈴
五
建
設
工
業
株
式

会
社
（
鈴
木
廣
社
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

町
内
の
幹
線
道
路
を
中
心
に
美
化
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
や
、
浅
川

の
花
火
大
会
前
に
道
路
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
炎
天
下
の
中
、
特
殊
な
道
路

清
掃
作
業
車
を
活
用
し
な
が
ら
、
道
路

の
清
掃
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
地
区
出
身
警
察
官
父
兄
会
に
よ

る
浅
川
駐
在
所
員
へ
の
激
励
慰
問
が
、

８
月
６
日
㈭
に
町
駐
在
所
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

駐
在
所
に
は
、
町
父
兄
会
の
水
野
静

夫
さ
ん
（
本
町
二
区
）
、
圓
谷
勝
好
さ

ん
（
山
白
石
五
区
）
、
芳
賀
國
男
さ
ん

（
大
草
）
、
石
川
地
区
父
兄
会
の
会
長

及
び
事
務
局
、
鴫
原
厚
石
川
警
察
署
長

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

激
励
慰
問
で
は
、
ま
ず
初
め
に
鴫
原

署
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

駐
在
所
員
に
日
ご
ろ
の
感
謝
の
言
葉
と

激
励
の
言
葉
、
激
励
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
激
励
を
受
け
た
浅
川
駐
在
所
か
ら

は
、
佐
藤
真
基
巡
査
が
御
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

「
道
の
日
」

　
　
　

道
路
美
化
活
動

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」

　
　

早
め
の
帰
宅
を
!!

野
田
村
と
の
交
流

駐
在
所
員
を
激
励
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大
会
前
に
道
路
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
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炎
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中
、
特
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な
道
路

清
掃
作
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車
を
活
用
し
な
が
ら
、
道
路

の
清
掃
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
地
区
出
身
警
察
官
父
兄
会
に
よ

る
浅
川
駐
在
所
員
へ
の
激
励
慰
問
が
、

８
月
６
日
㈭
に
町
駐
在
所
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

駐
在
所
に
は
、
町
父
兄
会
の
水
野
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圓
谷
勝
好
さ
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（
山
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賀
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男
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草
）
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石
川
地
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父
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、
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石
川
警
察
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が
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。
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駐
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述
べ
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。

「
道
の
日
」

　
　
　

道
路
美
化
活
動

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」

　
　

早
め
の
帰
宅
を
!!

野
田
村
と
の
交
流

駐
在
所
員
を
激
励



広報あさかわ　2015.9　10

おめでとうございます祝百歳賀寿

《百歳賀寿祝い事業》
　町では、１００歳の誕生日を迎えた高齢者に対し、
祝い状及び祝い金を贈呈し、その長寿を祝い、併せ
て町民の間に広く高齢者福祉についての関心と理解
を深め、高齢者の健康の増進に努める意欲を高める
ことを目的として百歳賀寿祝を行っております。
　浅川町内に住所を有し、かつ百歳の誕生日以前、
引続き又は通算して２０年以上町内に住所を有する
方が対象となり、町から５０万円の祝金が贈呈され
ます。

11　広報あさかわ　2015.9

いつまでもお元気で 祝米寿
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３～４か月児健診 ２歳児歯科健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室

３歳児健診

１０月８日（木）

１０月２３日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２７年５月～６月生

午後１：１５～１：３０
保健センター

平成２５年４月～５月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２４年６月～７月生

１０月６日（火） １０月２３日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１０月２９日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年６月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年２月～３月生

【つどいの広場】
日　時：９月１５日（火）　１０月１３日（火）　午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター
○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
○身長・体重の測定ができます。
【みんなといっしょの広場】（浅川幼稚園との育児支援連携事業）
日　時：１０月２２日（木）　午前１０時～１１時 
場　所：浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

【材料（４～５人分）】
ほうれん草・・・２株（５０g）
キャベツ・・・・２枚（１２０g）
もやし・・・・・８０g
人参・・・・・・３０g

アーモンドパウダー（粉）１６g
さとう　　　　　　　　　　４g
酒　　　　　　　　　　　　１g
しょうゆ　　　　　　　　　８g

　野菜は家にあるものでOKです。ごま和えのアーモンドバージョ
ンです。アーモンドパウダーは、お菓子の生地によく使われますが、
意外と和えものにも合います。
 アーモンドなどの種実類は、新しい命を育てるためのパワーが
ギュッと種につまっているので、栄養がたっぷりです。特に、若返
りビタミンとも呼ばれる「ビタミンE」や、コレステロールを下げ
る不飽和脂肪酸が含まれ、生活習慣病の予防も期待できます。
　和風の「アーモンド和え」もおいしいですが、キャベツときゅう
りに、ツナやスライスアーモンドをちらして、フレンチドレッシン
グで和えたサラダも香ばしくておいしいです。給食では、スライス
アーモンドの食感が楽しいので、「カリポリ野菜サラダ」というメ
ニュー名で人気があります。アーモンドパウダーやスライスアーモ
ンドは、お菓子作りのコーナーにあるので、ぜひ作ってみてくださ
い。

学校給食レシピ アーモンド和え (給食センター栄養士 江田実穂さん)
今月の一品

　乳幼児健診や育児教室に
ついては、健康カレンダー
にも記載していますので、
あわせてご覧ください。

【作り方】
①　人参は千切り、ほうれん草、キャベツは食べやす
　　い大きさに切る
②　野菜をそれぞれ茹でて、水で冷やし、水気をしっ
　　かりとしぼる。
③　Aと和える。

A

13　広報あさかわ　2015.9

９月は自殺対策強化月間です ～きづく　まもる　つなぐ～

　心身ともに夏の疲れがでやすい９月は、休養を上手にとり、心配なことや相談したいことがあれば家族
や友人、専門の機関に話をして１人で抱え込まないことが大切です。
　浅川町では、福島県自殺対策緊急強化基金を活用し、町民のみなさまの心の健康が保たれるよういろい
ろな事業を行っています。臨床心理士による心の健康相談は今年から毎月開催し、乳児健診時に保護者同
士のミニ子育て座談会を実施、絵手紙サークルと浅川中学校美術部の生徒さんが絵手紙を制作し、一人暮
らしの高齢者の方に送っています。
　また、啓蒙普及活動としては、各健診やサロン等でのパンフレットの配布をはじめ、小・中学生を対象
に命の大切さに関する標語を募集し、大賞作品については広報や健康カレンダーに掲載しています。さら
には、保健福祉課で“絆ポロシャツ”を６月から９月までの毎週水曜日に着用し、住民のみなさまに心の
健康や自殺対策への理解をお願いしています。そのほか、傾聴ボランテイアひびきの研修、小中学生を対
象にした思春期心の健康講座、男性の生きがいづくり料理教室等、いろいろなかたちで“命の大切さ・尊
さ”について考えたり、いっしょに取り組んだりできるよう支援をしています。
　石川５町村の合同開催としては、７月から８月にかけゲートキーパー養成講座、１１月には玉川村で自
殺対策セミナーを開催する予定です。

【心の健康相談】　９月３０日（水）（予約制）
　相談を希望される方は、保健センターへ電話で申し込んでください。
　精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
なります。気持ちが落ち込む方、お子さんの行動が気になる方もご相談ください。
　相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

～大切なあなたを、わたしを守るために・・・予防のための３つのこと～
　　　＜気づく＞　～周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける～
　　　＜つなぐ＞　～早めに専門家に相談するよう促す～
　　　＜見守る＞　～温かく寄り添いながら、じっくりと見守る～

　中学３年生の生徒のみなさんと
乳幼児のお子さんが、いっしょに
シャボン玉やおもちゃで遊び、交
流をしました。その後、沐浴人形
による乳幼児の世話の実習や妊婦
体験、子育て中のお母さんから育
児や子どもに対する思いについて
お話をききました。

　民生委員等を対象にしたゲート
キーパー養成講座では、自殺対策
の現状や課題、相談を受けたとき
の対応の仕方を実習しました。自
分自身のストレス解消法も学ぶこ
とができました。



広報あさかわ　2015.9　12

３～４か月児健診 ２歳児歯科健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室

３歳児健診

１０月８日（木）

１０月２３日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２７年５月～６月生

午後１：１５～１：３０
保健センター

平成２５年４月～５月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２４年６月～７月生

１０月６日（火） １０月２３日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１０月２９日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年６月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年２月～３月生

【つどいの広場】
日　時：９月１５日（火）　１０月１３日（火）　午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター
○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
○身長・体重の測定ができます。
【みんなといっしょの広場】（浅川幼稚園との育児支援連携事業）
日　時：１０月２２日（木）　午前１０時～１１時 
場　所：浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

【材料（４～５人分）】
ほうれん草・・・２株（５０g）
キャベツ・・・・２枚（１２０g）
もやし・・・・・８０g
人参・・・・・・３０g

アーモンドパウダー（粉）１６g
さとう　　　　　　　　　　４g
酒　　　　　　　　　　　　１g
しょうゆ　　　　　　　　　８g

　野菜は家にあるものでOKです。ごま和えのアーモンドバージョ
ンです。アーモンドパウダーは、お菓子の生地によく使われますが、
意外と和えものにも合います。
 アーモンドなどの種実類は、新しい命を育てるためのパワーが
ギュッと種につまっているので、栄養がたっぷりです。特に、若返
りビタミンとも呼ばれる「ビタミンE」や、コレステロールを下げ
る不飽和脂肪酸が含まれ、生活習慣病の予防も期待できます。
　和風の「アーモンド和え」もおいしいですが、キャベツときゅう
りに、ツナやスライスアーモンドをちらして、フレンチドレッシン
グで和えたサラダも香ばしくておいしいです。給食では、スライス
アーモンドの食感が楽しいので、「カリポリ野菜サラダ」というメ
ニュー名で人気があります。アーモンドパウダーやスライスアーモ
ンドは、お菓子作りのコーナーにあるので、ぜひ作ってみてくださ
い。

学校給食レシピ アーモンド和え (給食センター栄養士 江田実穂さん)
今月の一品

　乳幼児健診や育児教室に
ついては、健康カレンダー
にも記載していますので、
あわせてご覧ください。

【作り方】
①　人参は千切り、ほうれん草、キャベツは食べやす
　　い大きさに切る
②　野菜をそれぞれ茹でて、水で冷やし、水気をしっ
　　かりとしぼる。
③　Aと和える。

A

13　広報あさかわ　2015.9

９月は自殺対策強化月間です ～きづく　まもる　つなぐ～

　心身ともに夏の疲れがでやすい９月は、休養を上手にとり、心配なことや相談したいことがあれば家族
や友人、専門の機関に話をして１人で抱え込まないことが大切です。
　浅川町では、福島県自殺対策緊急強化基金を活用し、町民のみなさまの心の健康が保たれるよういろい
ろな事業を行っています。臨床心理士による心の健康相談は今年から毎月開催し、乳児健診時に保護者同
士のミニ子育て座談会を実施、絵手紙サークルと浅川中学校美術部の生徒さんが絵手紙を制作し、一人暮
らしの高齢者の方に送っています。
　また、啓蒙普及活動としては、各健診やサロン等でのパンフレットの配布をはじめ、小・中学生を対象
に命の大切さに関する標語を募集し、大賞作品については広報や健康カレンダーに掲載しています。さら
には、保健福祉課で“絆ポロシャツ”を６月から９月までの毎週水曜日に着用し、住民のみなさまに心の
健康や自殺対策への理解をお願いしています。そのほか、傾聴ボランテイアひびきの研修、小中学生を対
象にした思春期心の健康講座、男性の生きがいづくり料理教室等、いろいろなかたちで“命の大切さ・尊
さ”について考えたり、いっしょに取り組んだりできるよう支援をしています。
　石川５町村の合同開催としては、７月から８月にかけゲートキーパー養成講座、１１月には玉川村で自
殺対策セミナーを開催する予定です。

【心の健康相談】　９月３０日（水）（予約制）
　相談を希望される方は、保健センターへ電話で申し込んでください。
　精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
なります。気持ちが落ち込む方、お子さんの行動が気になる方もご相談ください。
　相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

～大切なあなたを、わたしを守るために・・・予防のための３つのこと～
　　　＜気づく＞　～周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける～
　　　＜つなぐ＞　～早めに専門家に相談するよう促す～
　　　＜見守る＞　～温かく寄り添いながら、じっくりと見守る～

　中学３年生の生徒のみなさんと
乳幼児のお子さんが、いっしょに
シャボン玉やおもちゃで遊び、交
流をしました。その後、沐浴人形
による乳幼児の世話の実習や妊婦
体験、子育て中のお母さんから育
児や子どもに対する思いについて
お話をききました。

　民生委員等を対象にしたゲート
キーパー養成講座では、自殺対策
の現状や課題、相談を受けたとき
の対応の仕方を実習しました。自
分自身のストレス解消法も学ぶこ
とができました。



広報あさかわ　2015.9　14

総合健診のお知らせ
　下記のとおり、がん検診・特定健診を行います。検診意向調査をもとに、担当地区の保健協力員さんが
受診録等を配布します。新たに検診を希望される方は、保健センターに直接ご連絡ください。

日程と対象地区 受付時間：午前７時３０分～９時３０分

※年齢基準日：平成２８年３月３１日現在各検診の対象及び検査の内容

　９月２８日（月） 
　９月２９日（火） 
　９月３０日（水）
１０月　１日（木）
１０月　２日（金）
１０月　４日（日）
１０月　５日（月）
１０月　６日（火） 

　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
山白石多目的研修センター
里白石北部集会センター

本町１区、小貫
東大畑１・２区、簔輪、太田輪
荒町（字背戸谷地以外）、畑田
本町２区、根岸、中里、松野入
荒町（字背戸谷地）
滝輪１・２区、大草、袖山
山白石全区（畑田も可）
里白石、福貴作、染

検診日程 会　　　場 対　象　地　区

肝炎ウイルス検査
（無料）

４０歳の方
４１歳以上で肝炎検査を受けたことがない方血液検査（B・C型肝炎検査）・問診

前立腺がん検診
（無料）

５０歳以上の男性で前立腺の治療を受け
ていない方血液検査（前立腺腫瘍マーカー検査）・問診

胃がん検診
（無料）

４０歳以上の方
バリウム服用によるレントゲン間接撮影検査・問診
（次ページの「胃がん検診を受診される方へ」を
ご覧ください。）

大腸がん検診
（無料） ４０歳以上の方

２日間の便の潜血反応検査・問診
（次ページの「大腸がん検診を受診される方へ」
をご覧ください。）

肺がん検診
（無料）

４０歳以上の方
（６５歳以上は併せて結核検診も行います。）胸部レントゲン間接撮影（１回撮影）・問診

肺がん喀たん検査
（無料）

５０歳以上の方で
・喫煙指数６００以上の方
・１か月以内に血痰等のあった方

細胞診（蓄たん３日間）・問診
※対象となる方に健診会場で、容器をお渡し
　します。

検 診 名 検　査　項　目 対　象　者

特定健診
（国保加入者
：無料）

後期高齢者健診
（無料）

問診、診察、身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、血液検査（脂質、肝、血糖）
尿検査（蛋白、潜血、糖）
※特定健診対象者は、腹囲測定があります。
※血圧・心臓などの薬は服用できます。
〔医師の指示による詳細健診（該当者のみ）〕
　心電図検査、眼底検査、貧血検査
※医師の指示があって上記の検査を実施した
　場合は、加入している医療保険者によって
　費用の負担額が異なります。

４０～７４歳の
・健診時国民健康保険に加入されている方
４０～７４歳の
・国民健康保険以外の被扶養者で
『特定健診受診券』をお持ちの方
≪持参物≫　保険証・特定健診受診券
　　　　　　自己負担金

受診日に７５歳以上になり
生活習慣病で通院していない方

以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。
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４０歳以上の方が追加できる検査（自己負担有）

心電図検査
眼底検査
腎機能検査・貧血検査

心臓の働き状態を調べます。
眼球の裏の動脈の硬さを調べます。
採血し慢性腎炎や貧血の有無を調べます。

選択した検査項目数に関係なく
一律１,０００円の自己負担

検 診 日 程 検査の内容 費　　用

浅川町保健センター １０月１６日（金） 午前８時３０分～１０時３０分

回 収 場 所 大腸がん検体・喀たん検体回収日時

身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、尿検査（糖、蛋白）
血液検査（脂質、肝、血糖）

健 診 項 目 対 象 者　①②③にすべて該当する方

①　平成２７年４月１日時点で福島県に住民登録のある方
②　職場や学校などで健診を受ける機会のない方
③　昭和５１年４月１日から平成９年４月１日までに生まれた方

１９歳～３９歳までの県民健康診査（無料）

大腸がん検診・肺がん検診（喀たん）予備日程（無料）

胃がん検診を受診される方へ

大腸がん検診を受診される方へ

この健診は、原発事故後、県が県民の健康管理のため実施するものです。

　●前日、夜９時までに食事をすませてください。
　●当日、喫煙・飴・ガムなど何も飲食しないでください。
　●大事な飲み薬（血圧・心臓病など）は、起床後すぐに少量の水 
　　で飲んでください。

★バリウムによる胃がん検診を受けられない方
　●妊娠、または妊娠の可能性のある方
　●消化管の穿孔・閉塞・急性出血、またはそれら疑いのある方
　●自分での歩行が困難、または介助が必要な方
　●以前、バリウムを飲んで体調が悪くなったことがある方
　●腎臓疾患・心臓疾患などで、水分または運動制限がある方
　●検査当日の朝、インスリン注射や血糖降下剤を服用した方

★バリウムによる胃がん検診をおすすめできない方
　（医療機関での受診をお勧めします）
　●過去にバリウムを誤えんされたことがある方
　●胃や大腸の開腹切除手術をされたことがある方
　●脳梗塞の既往歴がある方
　●便秘が３日以上続いている方
　●潰瘍性大腸炎などの大腸の疾患で治療中の方

●検体は１週間前から採便可能です。検体は冷蔵庫で保管してください。
●バリウムによる胃がん検診を受けた後は、３～４日たたないと大腸がん検診を受けられないので、
　１週間前から計画的に採便するようにしてください。
●生理中の方は、検査できません。

検診受診録は、濃い鉛筆
で書き、斜線／や数字を
記入してご持参ください。

尿検査を受ける方は、で
きるだけ早朝尿を採尿し
て、持参してください。

その他の注意事項その他の注意事項
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総合健診のお知らせ
　下記のとおり、がん検診・特定健診を行います。検診意向調査をもとに、担当地区の保健協力員さんが
受診録等を配布します。新たに検診を希望される方は、保健センターに直接ご連絡ください。

日程と対象地区 受付時間：午前７時３０分～９時３０分

※年齢基準日：平成２８年３月３１日現在各検診の対象及び検査の内容

　９月２８日（月） 
　９月２９日（火） 
　９月３０日（水）
１０月　１日（木）
１０月　２日（金）
１０月　４日（日）
１０月　５日（月）
１０月　６日（火） 

　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
　浅川町保健センター
山白石多目的研修センター
里白石北部集会センター

本町１区、小貫
東大畑１・２区、簔輪、太田輪
荒町（字背戸谷地以外）、畑田
本町２区、根岸、中里、松野入
荒町（字背戸谷地）
滝輪１・２区、大草、袖山
山白石全区（畑田も可）
里白石、福貴作、染

検診日程 会　　　場 対　象　地　区

肝炎ウイルス検査
（無料）

４０歳の方
４１歳以上で肝炎検査を受けたことがない方血液検査（B・C型肝炎検査）・問診

前立腺がん検診
（無料）

５０歳以上の男性で前立腺の治療を受け
ていない方血液検査（前立腺腫瘍マーカー検査）・問診

胃がん検診
（無料）

４０歳以上の方
バリウム服用によるレントゲン間接撮影検査・問診
（次ページの「胃がん検診を受診される方へ」を
ご覧ください。）

大腸がん検診
（無料） ４０歳以上の方

２日間の便の潜血反応検査・問診
（次ページの「大腸がん検診を受診される方へ」
をご覧ください。）

肺がん検診
（無料）

４０歳以上の方
（６５歳以上は併せて結核検診も行います。）胸部レントゲン間接撮影（１回撮影）・問診

肺がん喀たん検査
（無料）

５０歳以上の方で
・喫煙指数６００以上の方
・１か月以内に血痰等のあった方

細胞診（蓄たん３日間）・問診
※対象となる方に健診会場で、容器をお渡し
　します。

検 診 名 検　査　項　目 対　象　者

特定健診
（国保加入者
：無料）

後期高齢者健診
（無料）

問診、診察、身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、血液検査（脂質、肝、血糖）
尿検査（蛋白、潜血、糖）
※特定健診対象者は、腹囲測定があります。
※血圧・心臓などの薬は服用できます。
〔医師の指示による詳細健診（該当者のみ）〕
　心電図検査、眼底検査、貧血検査
※医師の指示があって上記の検査を実施した
　場合は、加入している医療保険者によって
　費用の負担額が異なります。

４０～７４歳の
・健診時国民健康保険に加入されている方
４０～７４歳の
・国民健康保険以外の被扶養者で
『特定健診受診券』をお持ちの方
≪持参物≫　保険証・特定健診受診券
　　　　　　自己負担金

受診日に７５歳以上になり
生活習慣病で通院していない方

以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。以下の検診は、医療保険に関係なく町民の方が受けることができる検診です。
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４０歳以上の方が追加できる検査（自己負担有）

心電図検査
眼底検査
腎機能検査・貧血検査

心臓の働き状態を調べます。
眼球の裏の動脈の硬さを調べます。
採血し慢性腎炎や貧血の有無を調べます。

選択した検査項目数に関係なく
一律１,０００円の自己負担

検 診 日 程 検査の内容 費　　用

浅川町保健センター １０月１６日（金） 午前８時３０分～１０時３０分

回 収 場 所 大腸がん検体・喀たん検体回収日時

身体計測（身長、体重、BMI）
血圧測定、尿検査（糖、蛋白）
血液検査（脂質、肝、血糖）

健 診 項 目 対 象 者　①②③にすべて該当する方

①　平成２７年４月１日時点で福島県に住民登録のある方
②　職場や学校などで健診を受ける機会のない方
③　昭和５１年４月１日から平成９年４月１日までに生まれた方

１９歳～３９歳までの県民健康診査（無料）

大腸がん検診・肺がん検診（喀たん）予備日程（無料）

胃がん検診を受診される方へ

大腸がん検診を受診される方へ

この健診は、原発事故後、県が県民の健康管理のため実施するものです。

　●前日、夜９時までに食事をすませてください。
　●当日、喫煙・飴・ガムなど何も飲食しないでください。
　●大事な飲み薬（血圧・心臓病など）は、起床後すぐに少量の水 
　　で飲んでください。

★バリウムによる胃がん検診を受けられない方
　●妊娠、または妊娠の可能性のある方
　●消化管の穿孔・閉塞・急性出血、またはそれら疑いのある方
　●自分での歩行が困難、または介助が必要な方
　●以前、バリウムを飲んで体調が悪くなったことがある方
　●腎臓疾患・心臓疾患などで、水分または運動制限がある方
　●検査当日の朝、インスリン注射や血糖降下剤を服用した方

★バリウムによる胃がん検診をおすすめできない方
　（医療機関での受診をお勧めします）
　●過去にバリウムを誤えんされたことがある方
　●胃や大腸の開腹切除手術をされたことがある方
　●脳梗塞の既往歴がある方
　●便秘が３日以上続いている方
　●潰瘍性大腸炎などの大腸の疾患で治療中の方

●検体は１週間前から採便可能です。検体は冷蔵庫で保管してください。
●バリウムによる胃がん検診を受けた後は、３～４日たたないと大腸がん検診を受けられないので、
　１週間前から計画的に採便するようにしてください。
●生理中の方は、検査できません。

検診受診録は、濃い鉛筆
で書き、斜線／や数字を
記入してご持参ください。

尿検査を受ける方は、で
きるだけ早朝尿を採尿し
て、持参してください。

その他の注意事項その他の注意事項
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水稲生産農家の皆さんへ

平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について

※米袋の上端から約40cmの位置に、横向きに貼り付けてください。

今
年
も
全
袋
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

出
荷
用
米
は
も
ち
ろ
ん
、
自
家
用
米
や
縁

故
米
な
ど
す
べ
て
の
米
で
放
射
性
物
質
の

「
全
量
全
袋
検
査
」
を
行
い
ま
す
。
飼
料
用

米
も
全
量
全
袋
検
査
の
対
象
で
す
。

　

県
内
外
の
消
費
者
や
、
事
業
者
の
皆
様
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
全
量
全
袋
検
査

の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

必
ず
す
べ
て
の
米
で
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て

　

27
年
産
米
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
オ

レ
ン
ジ
色
で
す
。
昨
年
ま
で
の
バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
（
26
年
緑
色
、
25
年
ピ
ン
ク
色
、
24

年
白
色
）

　

米
袋
に
貼
る
「
生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ

ル
」
を
９
月
上
旬
頃
に
役
場
か
ら
皆
様
の
ご

自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

　

ラ
ベ
ル
が
届
い
た
ら
名
前
を
確
認
し
、
必

ず
生
産
者
ご
自
身
の
ラ
ベ
ル
を
写
真
の
位
置

に
し
っ
か
り
と
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
他

人
の
ラ
ベ
ル
は
貼
れ
ま
せ
ん
。

枚
数
が
不
足
し
そ
う
な
場
合

や
、
９
月
下
旬
に
な
っ
て
も

ラ
ベ
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

役
場
農
政
商
工
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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①
あ
ら
か
じ
め
検
査
場
へ
電
話
し
、
検
査
希
望
日
・
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
検
査
予
定
数
量
を
伝
え
、

　

日
時
や
持
参
物
等
の
指
示
を
受
け
る

※

検
査
は
予
約
制
で
す
。
必
ず
事
前
に
検
査
場
へ
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
指
定
さ
れ
た
日
時
に
米
袋
を
検
査
場
へ
搬
入
し
、
係

　

員
の
指
示
に
従
い
検
査
申
込
書
等
を
記
入
し
検
査

③
検
査
結
果
が
一
定
の
数
値
以
下
で
あ
れ
ば
、
検
査
済

　

み
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
検
査
終
了
。
そ
の
ま
ま
米
袋
を

　

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

一
定
の
数
値
を
超
え
た
場

　

合
は
、
県
の
機
関
に
お
い

　

て
詳
細
検
査
を
受
け
る
よ

　

う
に
な
り
ま
す

※

詳
細
検
査
で
100
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
を
超
え
た
場
合
は
、

　

旧
市
町
村
単
位
で
出
荷
が

　

制
限
さ
れ
ま
す
。

検
査
場
所

・
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合 

簑
輪
倉
庫

　

（
浅
川
字
大
明
塚
地
内
　

☎
３
６-

３
６
７
５
）

・
有
限
会
社
オ
ヤ
ケ
倉
庫

　

（
里
白
石
字
荒
屋
郷
地
内
　

☎
3
6-

2
2
8
8
）

検
査
期
間

　

平
成
27
年
９
月
16
日
㈬
か
ら
12
月
４
日
㈮

検
査
立
会
料
に
つ
い
て

　

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
労
力
に
対
し
、
１
袋

（
30
㎏
）
200
円
の
検
査
立
会
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

検
査
立
会
料
は
、
検
査
業
務
受
託
者
（
あ
ぶ
く

ま
石
川
農
協
浅
川
支
店
・
㈲
オ
ヤ
ケ
）
よ
り
直
接

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
支
払
い
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
検
査
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ自分で米を検査場へ運搬できない場合はどうすればいいですか？
Ａ自家用米や縁故米を検査場へ運搬できない方は、次の業者にご相談ください。
　○あぶくま石川農業協同組合浅川営農生活センター（☎36-3156）
　○有限会社オヤケ（☎36-2285）
　○白坂多三郎商店（☎36-2008）
Ｑ一度検査に使った古い米袋はもう一度使えますか？
Ａ自家用米、縁故米、くず米等用にもできるだけ新しい米袋を使ってください。
　昨年までのバーコードラベルが貼られた米袋を再利用する場合は、必ず古い
　バーコードラベルに今年のバーコードラベルを重ねて張り、機械が誤って古
　いラベルを読み込まないようにしてください。

【お問い合わせ先】
浅川町地域の恵み安全対策協議会事務局（役場農政商工課） ☎36-1183

検査済みラベル

　残念ながら平成27年7月9日に、26年産米で初めての基準値超過が、県北地域で2点確認さ
れました。
　吸収抑制対策のカリ肥料を散布しなかったことが原因の一つとみられます。
　基準値超過は自家飯米でしたが、事実が公表されて以来、消費者の皆様等から、不安やお
叱りの声をいただいており、風評の拡大も懸念されます。

★自家飯米だけ作っている方でも、必ず検査を受けてください！
★米を作っている方は、作付面積にかかわらず、市町村までお知らせください！

福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ
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水稲生産農家の皆さんへ

平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成27年産米の
放射性物質全量全袋検査について

※米袋の上端から約40cmの位置に、横向きに貼り付けてください。

今
年
も
全
袋
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

出
荷
用
米
は
も
ち
ろ
ん
、
自
家
用
米
や
縁

故
米
な
ど
す
べ
て
の
米
で
放
射
性
物
質
の

「
全
量
全
袋
検
査
」
を
行
い
ま
す
。
飼
料
用

米
も
全
量
全
袋
検
査
の
対
象
で
す
。

　

県
内
外
の
消
費
者
や
、
事
業
者
の
皆
様
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
全
量
全
袋
検
査

の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

必
ず
す
べ
て
の
米
で
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て

　

27
年
産
米
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
オ

レ
ン
ジ
色
で
す
。
昨
年
ま
で
の
バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
（
26
年
緑
色
、
25
年
ピ
ン
ク
色
、
24

年
白
色
）

　

米
袋
に
貼
る
「
生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ

ル
」
を
９
月
上
旬
頃
に
役
場
か
ら
皆
様
の
ご

自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

　

ラ
ベ
ル
が
届
い
た
ら
名
前
を
確
認
し
、
必

ず
生
産
者
ご
自
身
の
ラ
ベ
ル
を
写
真
の
位
置

に
し
っ
か
り
と
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
他

人
の
ラ
ベ
ル
は
貼
れ
ま
せ
ん
。

枚
数
が
不
足
し
そ
う
な
場
合

や
、
９
月
下
旬
に
な
っ
て
も

ラ
ベ
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

役
場
農
政
商
工
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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①
あ
ら
か
じ
め
検
査
場
へ
電
話
し
、
検
査
希
望
日
・
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
検
査
予
定
数
量
を
伝
え
、

　

日
時
や
持
参
物
等
の
指
示
を
受
け
る

※

検
査
は
予
約
制
で
す
。
必
ず
事
前
に
検
査
場
へ
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
指
定
さ
れ
た
日
時
に
米
袋
を
検
査
場
へ
搬
入
し
、
係

　

員
の
指
示
に
従
い
検
査
申
込
書
等
を
記
入
し
検
査

③
検
査
結
果
が
一
定
の
数
値
以
下
で
あ
れ
ば
、
検
査
済

　

み
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
検
査
終
了
。
そ
の
ま
ま
米
袋
を

　

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

一
定
の
数
値
を
超
え
た
場

　

合
は
、
県
の
機
関
に
お
い

　

て
詳
細
検
査
を
受
け
る
よ

　

う
に
な
り
ま
す

※

詳
細
検
査
で
100
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
を
超
え
た
場
合
は
、

　

旧
市
町
村
単
位
で
出
荷
が

　

制
限
さ
れ
ま
す
。

検
査
場
所

・
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合 
簑
輪
倉
庫

　

（
浅
川
字
大
明
塚
地
内
　

☎
３
６-
３
６
７
５
）

・
有
限
会
社
オ
ヤ
ケ
倉
庫

　

（
里
白
石
字
荒
屋
郷
地
内
　

☎
3
6-
2
2
8
8
）

検
査
期
間

　

平
成
27
年
９
月
16
日
㈬
か
ら
12
月
４
日
㈮

検
査
立
会
料
に
つ
い
て

　

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
労
力
に
対
し
、
１
袋

（
30
㎏
）
200
円
の
検
査
立
会
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

検
査
立
会
料
は
、
検
査
業
務
受
託
者
（
あ
ぶ
く

ま
石
川
農
協
浅
川
支
店
・
㈲
オ
ヤ
ケ
）
よ
り
直
接

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
支
払
い
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
検
査
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ自分で米を検査場へ運搬できない場合はどうすればいいですか？
Ａ自家用米や縁故米を検査場へ運搬できない方は、次の業者にご相談ください。
　○あぶくま石川農業協同組合浅川営農生活センター（☎36-3156）
　○有限会社オヤケ（☎36-2285）
　○白坂多三郎商店（☎36-2008）
Ｑ一度検査に使った古い米袋はもう一度使えますか？
Ａ自家用米、縁故米、くず米等用にもできるだけ新しい米袋を使ってください。
　昨年までのバーコードラベルが貼られた米袋を再利用する場合は、必ず古い
　バーコードラベルに今年のバーコードラベルを重ねて張り、機械が誤って古
　いラベルを読み込まないようにしてください。

【お問い合わせ先】
浅川町地域の恵み安全対策協議会事務局（役場農政商工課） ☎36-1183

検査済みラベル

　残念ながら平成27年7月9日に、26年産米で初めての基準値超過が、県北地域で2点確認さ
れました。
　吸収抑制対策のカリ肥料を散布しなかったことが原因の一つとみられます。
　基準値超過は自家飯米でしたが、事実が公表されて以来、消費者の皆様等から、不安やお
叱りの声をいただいており、風評の拡大も懸念されます。

★自家飯米だけ作っている方でも、必ず検査を受けてください！
★米を作っている方は、作付面積にかかわらず、市町村までお知らせください！

福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ
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　９月は台風や局地的な集中豪雨による河川などの増水、土砂崩れなどの災害が発生しやすい季節です。
　災害による被害を出来るだけ少なくするためには、一人ひとりが自ら取り組む「自助」、地域や身近に
いる人同士が助け合って取り組む「共助」、国や地域公共団体などが取り組む「公助」が重要だと言われ
ています。その中でも基本となるのは、一人ひとりが自分の身の安全を守る「自助」。特に災害が発生し
た時は、まず自分が無事であることが最も重要です。災害に備え自分の家の安全対策をしておくとともに、
家の外においての身の安全の守り方、避難場所への安全なルートなどを知っておくことが必要となってき
ます。また、身の安全を確保し生き延びていくためには、水や食料などの備えをしておくことも必要です。
　防災対策に「十分」や「絶対大丈夫」というものはありません。自分の周りにどのような災害の危険が
及ぶのかを考え、その被害を出来るだけ少なくするために必要な対策を講じることが重要です。

 災害時に備え、備蓄品を準備しましょう
　大災害が発生した時には、電気や水道、電話などのライフラインが止まってしまう可能性があります。
ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲料水や非常食などの備蓄をしておくことが
大事です。また、自宅が被災した時は、安全な場所に避難しそこで避難生活を送ることになります。避難
所生活に必要なもの(非常用持ち出し袋)を準備しておき、いつでもすぐに持ち出せるように備えておきま
しょう。

9月1日は防災の日、9月は防災月間

増水した川には絶対に近づかないでください!!
　普段は水深が浅く流れが緩やかな川でも、台風や
局地的集中豪雨などで大雨が降ると、急に増水して
とても危険です。また、万が一川が氾濫すれば、周
囲が浸水し、道路や橋が通れなくなることもありま
す。大雨が降って川の増水が予想されるときは、絶
対に川へは近づかず、早めに避難するようにしま
しょう。

写真右
大雨後の社川。増水し水位が上がっています

・飲料水（一人１日３Lを目安に５日分を用意）
・食糧（ご飯（アルファ米など）、ビスケット、
　板チョコ、乾パンなどを一人あたり5日分）
・下着、衣類
・トイレットペーパー
・マッチ、ろうそく
・カセットコンロ
※飲料水とは別に、物を洗ったり、トイレを流
　したりするための水も必要です。日ごろから
　水道水を入れたポリタンクを用意する、お風
　呂の水をいつもはっておくなどの備えをして
　おきましょう

・食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、　
　チョコレートなど)
・貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証
　など）
・救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常
　備薬など）
・飲料水 ・ヘルメット、防災ずきん
・マスク ・懐中電灯 ・軍手 ・衣類
・下着 ・毛布、タオル ・使い捨てカイロ
・携帯ラジオ、予備電池
・ウェットティッシュ、洗面用具
※乳児のいる家庭はミルクや紙おむつ、ほ乳び
　んなども用意しておきましょう。

危険!!

備蓄品の例 非常持ち出し品の例

※政府公報オンラインより引用
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世界から猫が消えたなら
著者：川村元気【マガジンハウス】

郵便配達員として働く三十歳の僕。ちょっと映画オタク。猫とふ
たり暮らし。そんな僕がある日突然、脳腫瘍で余命わずかであ
ることを宣告される。絶望的な気分で家に帰ってくると、自分と
まったく同じ姿をした男が待っていた。その男は自分が悪魔だ
と言い、奇妙な取引を持ちかけてくる。
「この世界からひとつ何かを消す。その代わりにあなたは一日だ
け命を得ることができる」
僕は生きるために、消すことを決めた。電話、映画、時計……そ
して、猫。 僕の命と引き換えに、世界からモノが消えていく。僕
と猫と陽気な悪魔の七日間が始まった。 2013年本屋大賞ノミ
ネートの感動作が、待望の文庫化、映画化!

ランチのアッコちゃん
著者：柚木麻子【双葉社】

発行部数12万部を超え、著者を一挙に若手人気作家へと押し上
げた注目作がついに文庫で登場! 彼氏にフラれて落ち込んでい
た派遣社員の澤田三智子は、畏怖する上司、通称“アッコ女史"
こと黒田敦子部長から突然、一週間のランチ交換を命じられる。 
アッコ女史の風変わりなお昼のコースを巡るうち、自然と活力が
湧いている自分に気づいて……。表題作ほか、「読むと元気にな
る! 」と絶賛され、本屋大賞にもノミネートされたビタミン小説。

おすわりくまちゃん
著者：シャーリー・パレントー
絵：デイヴィッド・ウォーカー
訳：福本友美子【岩崎書店】

やさしい心をそだてる絵本。ちいさないすがならんでいるよ。ひ
とつ、ふたつ、みっつ、よっつ。みんなすわれるかな?よっつのい
すにひとりずつ。ちいさなくまちゃんがおすわりしました。でも、
あとからきたちゃいくまちゃんのいすがありません。さあ、みん
なはどうしたのでしょう?

やさしい心をそだてる絵本。ちいさないすがならんでいるよ。ひ
とつ、ふたつ、みっつ、よっつ。みんなすわれるかな?よっつのい
すにひとりずつ。ちいさなくまちゃんがおすわりしました。でも、
あとからきたちゃいくまちゃんのいすがありません。さあ、みん
なはどうしたのでしょう?

お
す
す
め
の
新
着
本

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

○ゼロの焦点　　　　　　　　　　　　　　（松本清張／新潮文庫）
○華麗なる一族＜上・中・下＞　　　　　　（山崎豊子／新潮文庫）
○吉原裏同心（１巻～22巻）　　　　　　　（佐伯泰英／光文社文庫）
○るるぶ　群馬　富岡　草津 伊香保‘16 （ジェイティビィパブリッシング）
○るるぶ　仙台　松島　宮城‘16 （ジェイティビィパブリッシング）
○なめこの絵本　　　　　　　　　　　　　（岩崎書店）
○いつもいっしょに　　　　　　　　　　　（いもとようこ／金の星社）
○１２さい（１巻～６巻）　　　　　　　　（まいだ菜穂／小学館）　　　ほか

図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
第２・４木曜日：午後７時まで図書の貸出をしています。
　※貸出期間は１冊につき２週間一人５冊まで借りられます。詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

その他の新着本
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　９月は台風や局地的な集中豪雨による河川などの増水、土砂崩れなどの災害が発生しやすい季節です。
　災害による被害を出来るだけ少なくするためには、一人ひとりが自ら取り組む「自助」、地域や身近に
いる人同士が助け合って取り組む「共助」、国や地域公共団体などが取り組む「公助」が重要だと言われ
ています。その中でも基本となるのは、一人ひとりが自分の身の安全を守る「自助」。特に災害が発生し
た時は、まず自分が無事であることが最も重要です。災害に備え自分の家の安全対策をしておくとともに、
家の外においての身の安全の守り方、避難場所への安全なルートなどを知っておくことが必要となってき
ます。また、身の安全を確保し生き延びていくためには、水や食料などの備えをしておくことも必要です。
　防災対策に「十分」や「絶対大丈夫」というものはありません。自分の周りにどのような災害の危険が
及ぶのかを考え、その被害を出来るだけ少なくするために必要な対策を講じることが重要です。

 災害時に備え、備蓄品を準備しましょう
　大災害が発生した時には、電気や水道、電話などのライフラインが止まってしまう可能性があります。
ライフラインが止まっても自力で生活できるよう、普段から飲料水や非常食などの備蓄をしておくことが
大事です。また、自宅が被災した時は、安全な場所に避難しそこで避難生活を送ることになります。避難
所生活に必要なもの(非常用持ち出し袋)を準備しておき、いつでもすぐに持ち出せるように備えておきま
しょう。

9月1日は防災の日、9月は防災月間

増水した川には絶対に近づかないでください!!
　普段は水深が浅く流れが緩やかな川でも、台風や
局地的集中豪雨などで大雨が降ると、急に増水して
とても危険です。また、万が一川が氾濫すれば、周
囲が浸水し、道路や橋が通れなくなることもありま
す。大雨が降って川の増水が予想されるときは、絶
対に川へは近づかず、早めに避難するようにしま
しょう。

写真右
大雨後の社川。増水し水位が上がっています

・飲料水（一人１日３Lを目安に５日分を用意）
・食糧（ご飯（アルファ米など）、ビスケット、
　板チョコ、乾パンなどを一人あたり5日分）
・下着、衣類
・トイレットペーパー
・マッチ、ろうそく
・カセットコンロ
※飲料水とは別に、物を洗ったり、トイレを流
　したりするための水も必要です。日ごろから
　水道水を入れたポリタンクを用意する、お風
　呂の水をいつもはっておくなどの備えをして
　おきましょう
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危険!!

備蓄品の例 非常持ち出し品の例

※政府公報オンラインより引用
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世界から猫が消えたなら
著者：川村元気【マガジンハウス】

郵便配達員として働く三十歳の僕。ちょっと映画オタク。猫とふ
たり暮らし。そんな僕がある日突然、脳腫瘍で余命わずかであ
ることを宣告される。絶望的な気分で家に帰ってくると、自分と
まったく同じ姿をした男が待っていた。その男は自分が悪魔だ
と言い、奇妙な取引を持ちかけてくる。
「この世界からひとつ何かを消す。その代わりにあなたは一日だ
け命を得ることができる」
僕は生きるために、消すことを決めた。電話、映画、時計……そ
して、猫。 僕の命と引き換えに、世界からモノが消えていく。僕
と猫と陽気な悪魔の七日間が始まった。 2013年本屋大賞ノミ
ネートの感動作が、待望の文庫化、映画化!

ランチのアッコちゃん
著者：柚木麻子【双葉社】

発行部数12万部を超え、著者を一挙に若手人気作家へと押し上
げた注目作がついに文庫で登場! 彼氏にフラれて落ち込んでい
た派遣社員の澤田三智子は、畏怖する上司、通称“アッコ女史"
こと黒田敦子部長から突然、一週間のランチ交換を命じられる。 
アッコ女史の風変わりなお昼のコースを巡るうち、自然と活力が
湧いている自分に気づいて……。表題作ほか、「読むと元気にな
る! 」と絶賛され、本屋大賞にもノミネートされたビタミン小説。

おすわりくまちゃん
著者：シャーリー・パレントー
絵：デイヴィッド・ウォーカー
訳：福本友美子【岩崎書店】

やさしい心をそだてる絵本。ちいさないすがならんでいるよ。ひ
とつ、ふたつ、みっつ、よっつ。みんなすわれるかな?よっつのい
すにひとりずつ。ちいさなくまちゃんがおすわりしました。でも、
あとからきたちゃいくまちゃんのいすがありません。さあ、みん
なはどうしたのでしょう?

やさしい心をそだてる絵本。ちいさないすがならんでいるよ。ひ
とつ、ふたつ、みっつ、よっつ。みんなすわれるかな?よっつのい
すにひとりずつ。ちいさなくまちゃんがおすわりしました。でも、
あとからきたちゃいくまちゃんのいすがありません。さあ、みん
なはどうしたのでしょう?

お
す
す
め
の
新
着
本

中
央
公
民
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図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

○ゼロの焦点　　　　　　　　　　　　　　（松本清張／新潮文庫）
○華麗なる一族＜上・中・下＞　　　　　　（山崎豊子／新潮文庫）
○吉原裏同心（１巻～22巻）　　　　　　　（佐伯泰英／光文社文庫）
○るるぶ　群馬　富岡　草津 伊香保‘16 （ジェイティビィパブリッシング）
○るるぶ　仙台　松島　宮城‘16 （ジェイティビィパブリッシング）
○なめこの絵本　　　　　　　　　　　　　（岩崎書店）
○いつもいっしょに　　　　　　　　　　　（いもとようこ／金の星社）
○１２さい（１巻～６巻）　　　　　　　　（まいだ菜穂／小学館）　　　ほか

図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
第２・４木曜日：午後７時まで図書の貸出をしています。
　※貸出期間は１冊につき２週間一人５冊まで借りられます。詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

その他の新着本
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平成27年国勢調査を実施します！
　国勢調査は、統計法という法律に基づき5年ごとに実施する最も重要な調査です。平成27年10月1日
現在、日本国内に住んでいるすべての人・世帯が対象となります。
　平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得る
ために実施いたします。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、 雇用
政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
　9月10日から調査員が全世帯を訪問し、「インターネット回答の利用案内」を配布します。パソコンや
スマートフォンなどでご回答いただけなかった世帯には、調査員が再度訪問して紙の調査票を配布し、回
収します。インターネット回答・調査票回答のうち、いずれかの方法で必ずご回答ください。

パソコン・スマート
フォンからもご回答い
ただけます！

インターネットによる回答
インターネット回答がなかった世帯へ、9月26
日(土)～30日(水)の間に調査員が伺い、調査票
を配布します。皆様の予定に合わせて10月1日
(木)～7日(水)に再度調査員が伺いますので、回
答した調査票を調査員に提出してください。
※郵送による回答も可能です。「郵送提出用封
筒」に調査票を入れ、10月7日(水)までにお近
くの郵便ポストに投函してください。(切手不
要、当日消印有効)

調査票による回答

平成27年国勢調査調査員（敬称略）

○回答いただいた情報は厳重に保護され、統計以外の目的に使用することはありません。
○調査票項目に回答する義務（報告義務）が統計法で定められています。

国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください。
　調査員は「国勢調査員証」を身に付けています。不審に思われたことがあった場合は、役場総務課まで
お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　浅川町役場　総務課　☎36－4121

行政区 氏　名
鈴木　隆
松崎　清次
角田　文男
須藤　勝吉
八木沼寿幸
渡辺　悦孝
緑川　芳勝
兼子　弥吉
奥貫　四郎
内田　喜夫

荒町

本町１区

行政区 氏　名
吉田　喜一
深谷　公生
近藤　功
角田　弘
須藤　茂
川音　茂
迎　和由
齋藤　良雄
富永　善信
金澤　幸雄

東大畑１区
東大畑２区
簑輪
染

里白石

福貴作

行政区 氏　名
高野　清美
佐藤　伸行
鈴木　敏雄
和田　公望
近藤　勇
岡田　重泰
江田　辰一
近藤　幹夫
佐川　光一

山白石

滝輪
小貫・太田輪
袖山

根岸・中里・松野入
畑田
大草

本町２区

国勢調査 2015 キャンペーンサイト http://kokusei2015.stat.go.jp/

皆様のご理解とご協力をお願いします！

9月10日(木)～12日(土)にかけて、利用案内と
回答IDを全世帯に配布します。 9月20日(日)ま
でにパソコン、スマートフォンなどからイン
ターネットにアクセスして回答してください。 

調査のため、以下の方々が伺いますので、ご協力をお願いします。
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国民健康保険被保険者証の更新について
国民健康保険の保険証が更新されます
　保険証の更新に伴い、9月下旬に各世帯主様宛に簡易書留にて新しい保険証をお送りします。一人１枚となって
おりますので、保険証が届きましたら記載内容等の確認をお願いします。
　なお、現在お持ちの保険証は10月1日以降使用できません。有効期限の切れた保険証は役場窓口へ返却するよう
お願いします。
保険証は大切に
　国民健康保険の保険証は、病気やけがなどで病院を受診するときに必要となります。取り扱いに気をつけ、大切
に保管してください。
　万が一紛失したり破れてしまったりした場合は、速やかに役場保健福祉課まで届出を行い、再交付を受けるよう
にしてください。
保険証が届きましたら、以下のことに気を付けてください
○記載内容に間違いや変更点が生じた場合は届出をしましょう。ご自身で勝手に書き換えたりすると保険証自体が
　使用できなくなってしまいます。
　また、変更後は新しい保険証を配布します。古い保険証は使用できませんので、役場まで返却するようお願いし
　ます。
○他人との貸し借りは、法律で罰せられますので絶対に行わないでください。
○コピーした保険証は使用できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123

9月9日は「救急の日」
応急手当と救命処置
　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気におそわれるかわかりません。
　ついさっきまで元気にしていたのに、突然、心臓や呼吸がとまってしまったら・・・・人の命を救うために、そ
ばに居合わせた人ができる応急手当てのことを救命処置といいます。
救命の連鎖と住民の役割
　傷病者の命を救い、社会復帰に導くために必要となる一連の行いを「救命の連鎖」といいます。
「救命の連鎖」は、[心停止の予防]－[心停止の早期認識と通報]－[一次救命処置]－[二次救命処置と心拍再開後の
集中治療]の四つの輪で成り立っており、この四つの輪が途切れることなく素早くつながることで救命効果が高ま
ります。

もしものために、救命講習会を受講しましょう
　平成25年度より石川地方の各町村において、「定期救命講習会」を開催しています。石川消防署管内において
は各町村で開催されますので、いざというときのために皆さんも「救命講習会」を受講しましょう。
　詳しくは石川消防署浅川分署までお問い合わせください。
救急車の適正利用をお願いします
　緊急性がない人、自分や家族の車で病院に行ける人の利用や、「早く診察してほしいから」「病院に入院予定だ
から」等の理由での利用は、適正利用とはいえません。
　緊急に処置が必要とされる人のための救急車です。救急車の適正利用にご協力ください。
相談システムをご利用ください
　小さなお子さんをお持ちの保護者の方が、休日・夜間の急な子どもの病気にどう対応したらよいのか、病院の診
察を受けた方が良いのかなど、判断に迷った時に小児科医師・看護師への電話による相談ができるシステムがあり
ます。万が一の際はご利用ください。
☎＃8000(19時から翌朝8時まで)

【問い合わせ】　石川消防署 浅川分署　☎36-2009
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察を受けた方が良いのかなど、判断に迷った時に小児科医師・看護師への電話による相談ができるシステムがあり
ます。万が一の際はご利用ください。
☎＃8000(19時から翌朝8時まで)

【問い合わせ】　石川消防署 浅川分署　☎36-2009
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小久保　愛佳

緑川　鈴菜

お誕生おめでとう

太田輪

女 敏和 夕夏 里白石

大和ハウス工業福島支部 様
　大和ハウスの創立60周年記念事業の一環として、
町にけん引式車椅子補助装置「JINRIKI® QUICK」
を寄付されました。

　寄付された「JINRIKI®
QUICK」は、高齢者や体
の不自由な方が多く利用
する地域福祉センターに
おいて使用されます。

社会福祉協議会受付分
◯社会福祉寄付
　浅川町建築組合 様
　30,000円

　昭和36年度
　浅川中学校卒業生
　古稀祝い一同 様
　33,000円

　　　　　　７月１７日（金）実施分
○トミー工業株式会社福島工場 様 15名
○関東精工株式会社浅川工場 様 4名
○浅川町中央公民館 7名
ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　【問い合わせ】 住民課 ☎36-4124

献血ありがとうございます

ご寄付ありがとうございます
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巡
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10/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

１歳６か月児健診・
２歳児歯科健診
（保セ）
全校絵をかく会
（中学校）
祖父母参観・ふれ
あい給食（里小）

見学学習・修学旅
行 （山小）
引き渡し訓練
（浅保）
避難訓練（山保）

交通教室（山小）
にこにこ広場
（浅保）
にこにこお話会
（山保）

里小パレード
（里小）
身体測定【年少】・
 交通指導【年長】
（幼稚園）

図書室時間延長
（公民館）
お誕生教室
（保セ）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）
授業参観（浅小）
運動会予行練習・
お弁当（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
交通指導（浅保）
８・９月生誕生会
（山保）

石川支部中体連新
人大会（中学校）
交通教室（里小）
おつきみ会
（幼稚園）
身体測定（浅保）
お月見会（山保）

運動会（幼稚園）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

敬老会

PTA奉仕作業
（中学校）
土曜参観・家庭教
育学級（山小）
親子運動会（浅保）

図書室時間延長
（公民館）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

職場体験学習
【２年生】～９日まで
（中学校）

富三レストラン
～５日まで
（吉田富三記念館）
森林環境学習
（里小）
ボランティア大作
戦（山小）

町少年の主張大会
（公民館）
石川支部中体連駅
伝大会（中学校）
水泳記録会【高学
年】（浅小）
避難訓練（幼稚園）

水上運動会（山小）
プール納（浅保）

水泳記録会【中学
年】（浅小）
運動会予行演習
（浅保）

交通教室（浅小）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
町つなぐ教育講演
会（浅中）
思春期教室（山小）
身体測定【年長】・
交通指導【年少】
（幼稚園）

ふれあい集会
（里小）

総合健診【荒町
（背戸谷地以外）】
・こころの健康相
談（保セ）
誕生会（浅保）

総合健診【本町２
区、中里、根岸、
松野入】（保セ）
石川地区陸上大会
（各小学校）

総合健診【荒町
（背戸谷地）】
（保セ）
交通指導（山保）

総合健診【東大畑
１・２区、簑輪、
太田輪】（保セ）
誕生会自由参観日
（幼稚園）
身体測定（山保）

振替休業日（山小）

総合健診【本町１
区、小貫】（保セ）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０
壮年ソフト・父ちゃん母ちゃん
バレーボール大会（公民館）

医○

医○

　石川中央医院
（石川町）
☎２６ー２０２４
　ふじた循環器内科
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

浅川町議会議員一般
選挙投票日
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

敬老の日

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

国民の休日

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

秋分の日

広報発行日

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２７件
０件
３件

７月の７月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０５人
３,４１１人
３,３９４人
２,１７８世帯

（－７）
（－３）
（－４）
（－３）

（８月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 9月28日（月）
国民健康保険税　４期
介護保険料　　　４期
後期高齢保険料　２期
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大和ハウス工業福島支部 様
　大和ハウスの創立60周年記念事業の一環として、
町にけん引式車椅子補助装置「JINRIKI® QUICK」
を寄付されました。

　寄付された「JINRIKI®
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の不自由な方が多く利用
する地域福祉センターに
おいて使用されます。

社会福祉協議会受付分
◯社会福祉寄付
　浅川町建築組合 様
　30,000円

　昭和36年度
　浅川中学校卒業生
　古稀祝い一同 様
　33,000円

　　　　　　７月１７日（金）実施分
○トミー工業株式会社福島工場 様 15名
○関東精工株式会社浅川工場 様 4名
○浅川町中央公民館 7名
ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　【問い合わせ】 住民課 ☎36-4124

献血ありがとうございます

ご寄付ありがとうございます
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い
合
わ
せ
先

　

白
河
公
証
役
場

☎
0
2
4
8-

2
3-

2
2
0
3

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我
が

国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
次
に
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　
　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　
　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
　

戦
没
者
の
子

３
　

戦
没
者
等
の 

①
父
母
　

②
孫
　

　
　

③
祖
父
母
　

④
兄
弟
姉
妹

４
　

１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
　

　

親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

○
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
４
月
２
日

○
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課  

☎
3
6-

4
1
2
3

相 談無
料
法
律
相
談
会
開
催

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　
　
　
　

公
証
週
間

戦
没
者
等
の
遺
族
に

　
　

対
す
る
特
別
弔
慰
金

その他

4

11

18

25

10/2

5

12

19

26

10/3

8/30

6

13

20

27

8/31

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

10/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

１歳６か月児健診・
２歳児歯科健診
（保セ）
全校絵をかく会
（中学校）
祖父母参観・ふれ
あい給食（里小）

見学学習・修学旅
行 （山小）
引き渡し訓練
（浅保）
避難訓練（山保）

交通教室（山小）
にこにこ広場
（浅保）
にこにこお話会
（山保）

里小パレード
（里小）
身体測定【年少】・
 交通指導【年長】
（幼稚園）

図書室時間延長
（公民館）
お誕生教室
（保セ）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）
授業参観（浅小）
運動会予行練習・
お弁当（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
交通指導（浅保）
８・９月生誕生会
（山保）

石川支部中体連新
人大会（中学校）
交通教室（里小）
おつきみ会
（幼稚園）
身体測定（浅保）
お月見会（山保）

運動会（幼稚園）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

敬老会

PTA奉仕作業
（中学校）
土曜参観・家庭教
育学級（山小）
親子運動会（浅保）

図書室時間延長
（公民館）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

職場体験学習
【２年生】～９日まで
（中学校）

富三レストラン
～５日まで
（吉田富三記念館）
森林環境学習
（里小）
ボランティア大作
戦（山小）

町少年の主張大会
（公民館）
石川支部中体連駅
伝大会（中学校）
水泳記録会【高学
年】（浅小）
避難訓練（幼稚園）

水上運動会（山小）
プール納（浅保）

水泳記録会【中学
年】（浅小）
運動会予行演習
（浅保）

交通教室（浅小）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
町つなぐ教育講演
会（浅中）
思春期教室（山小）
身体測定【年長】・
交通指導【年少】
（幼稚園）

ふれあい集会
（里小）

総合健診【荒町
（背戸谷地以外）】
・こころの健康相
談（保セ）
誕生会（浅保）

総合健診【本町２
区、中里、根岸、
松野入】（保セ）
石川地区陸上大会
（各小学校）

総合健診【荒町
（背戸谷地）】
（保セ）
交通指導（山保）

総合健診【東大畑
１・２区、簑輪、
太田輪】（保セ）
誕生会自由参観日
（幼稚園）
身体測定（山保）

振替休業日（山小）

総合健診【本町１
区、小貫】（保セ）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０
壮年ソフト・父ちゃん母ちゃん
バレーボール大会（公民館）

医○

医○

　石川中央医院
（石川町）
☎２６ー２０２４
　ふじた循環器内科
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

浅川町議会議員一般
選挙投票日
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

敬老の日

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

国民の休日

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

秋分の日

広報発行日

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２７件
０件
３件

７月の７月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０５人
３,４１１人
３,３９４人
２,１７８世帯

（－７）
（－３）
（－４）
（－３）

（８月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 9月28日（月）
国民健康保険税　４期
介護保険料　　　４期
後期高齢保険料　２期
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郷田さおりさん（荒町）
▶年齢は？　３６歳
▶出身は？　郡山市
▶家族構成は？
　夫、長男、次男、長女
▶趣味は？　料理
▶今 欲しいものは？　無制限の睡眠時間
▶楽しかった思い出は？
　ファイヤーズで行った湖水浴
▶どんなスポーツが好きですか？
　球技
▶プチ将来は？　家族で温泉旅行
▶町の印象は？
　お年寄りに優しい町
▶何か一言どうぞ
　佳代ちゃん、次宜しく。
　新人、頑張ろう

駒木根慎悟 さん（荒町）
▶年齢は？　３５歳
▶出身は？　浅川町
▶家族構成は？　妻、長女、長男
▶趣味は？
　釣り（ワカサギ）
▶今 欲しいものは？
　車
▶楽しかった思い出は？
　沖縄旅行
▶どんなスポーツが好きですか？
　ボウリング
▶プチ将来は？
　家族で沖縄旅行
▶町の印象は？
　静かで住みやすい町（笑）
▶何か一言どうぞ
　宗睦次宜しく!

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
上野宗睦さん
（荒町）
の予定です

次回は
佐藤佳代子さん
（里白石）
の予定です




